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県有施設等の再編に関する基本方針（中間案）の概要 

 

１ 県有施設等の再編に関する基本方針（中間案）の背景 

  宮城県が所有管理する公共施設等の多くは，昭和の高度成長期からバブル崩壊までの間に建築

されており，今後，それらの更新や改修の時期が一斉に到来する。人口減少に伴い，財政規模の縮

小が見込まれる一方，宮城県の公共施設（公用施設・公共用施設）の更新改修にかかる費用は平成

２８（２０１６）年からの４０年間で約１兆２，３９４億円，年平均で約３０９億円と推計されて

いるなど将来の厳しい財政状況が想定される。 

宮城県の人口は平成１２年をピークに減少に転じており，令和２７（２０４５）年には，平成 

２７年と比較して約２２パーセントの減少が見込まれている。また，少子高齢化も進行し，令和 

２７（２０４５年）には，６５歳以上の人口の割合が，４０パーセントに達する見込みであるな

ど，人口減少・少子高齢化が一層進行していくことが予測されている。 

 

 

２ 県有施設等の再編に関する基本方針（中間案）の趣旨 

  １の背景を踏まえ，宮城県では「公共施設等総合管理方針」を策定し，適正かつ計画的な施設の

管理に努めているところであるが，今後，建替えや大規模修繕を行うに当たっては，各施設の個

別の検討だけではなく，施設総量の適正化の意識を持ち，県として全体的な視点に立った上で，

施設の集約等の再編も含めて，それぞれの施設の将来的な方向性を検討する必要がある。 

このことから，本県では，県有施設等の中でも，老朽化が進行し，今後建替えや大規模修繕等の

対応が見込まれる具体的な施設を抽出し，集約・複合化を含めたこれら施設の再編等の方向性に

ついて，「県有施設再編等の在り方検討懇話会」をこれまで５回開催し，有識者からの意見を聴取

するとともに，所管部局を横断した全体的な検討を行ってきた。 

  「県有施設等の再編に関する基本方針（中間案）」は，これまでの検討等を踏まえ，対象とした

県有施設等の将来的な方向性を取りまとめたものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
再編基本方針の位置付け 

資 料 １ 
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３ 県有施設等の再編に関する基本方針（中間案）の構成 

第１章 はじめに 

   １ 公共施設の現状  ２ 県有施設等の再編に関する基本方針策定の趣旨 

 

第２章 検討の対象とした県有施設等 

   １ 対象施設の抽出方法  ２ 各施設の概要  ３ 各施設の位置 

 

第３章 県有施設等の再編方針 

   １ 再編の基本的な考え方 

２ 各施設の再編方針 

３ 再編のイメージ 

 

参考資料 

   １ 県有施設再編等の在り方検討懇話会  ２ 利活用可能な県有地 

 

４ 県有施設等の再編に関する基本方針（中間案）の要旨 

（１）再編の基本的な考え方 

  ①県有施設の規模の適正化と施設機能の強化の実現 

➢「施設総量の適正化」の観点から，集約・複合化によって，対象施設における重複，類似し

た諸室機能の共有化を図り，施設規模の適正化を目指す。 

➢県の関連計画等も踏まえながら，県の施設としての役割を果たすために必要な施設機能を

確保することを前提に，集約・複合化した施設同士の相乗効果による機能強化や県民サー

ビスの更なる向上を目指す。 

  ②公有地の有効活用と県有施設の最適な立地の選定 

➢①における集約・複合化を図る施設の立地は，公有地を有効に活用する観点から，現在，利

活用可能な県有地（参考資料の２参照）から優先的に適否について検討を行う。 

➣周辺環境や利用者の利便性，建築関連法令等を考慮して，最適な場所を選定する。 

（２）検討対象施設と再編イメージ 

    別紙のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 集約・複合化を図る施設 

   １ 仙台医療センター跡地での集約等 

   ２ 現エスポールみやぎ（宮城県青年会館）敷地 

での集約等 



 

3 

 

検討対象施設と再編イメージ 

対 象 施 設  再編方針（概要） 

①本町第３分庁舎 建物は基本的に廃止する方向で検討。 

 宮城県聴覚障害者情報センター（みみサポみやぎ）            

  【福 祉】 県庁周辺の県有の土地建物，外郭団体の建

物の整備方針等を注視し，移転を検討。 ・聴覚障害者全般の相談，情報提供窓口 

・啓発活動や手話通訳者などの人材育成 

②宮城県民会館（東京エレクトロンホール宮城） 

【文化・芸術】 集約・複合化 

《仙台医療センター跡地》  ・本県の文化芸術活動の拠点 

・舞台芸術や音楽の鑑賞，発表の場 

・会議室や展示室の貸出 

③榴ヶ岡分室庁舎（旧公文書館） 建物は基本的に廃止する方向で検討。 

 宮城県民間非営利活動プラザ（みやぎＮＰＯプラザ） 

                 【ＮＰＯ活動】 集約・複合化 

《仙台医療センター跡地》 ・民間非営利活動を総合的に促進する拠点 

・ＮＰＯに関する相談，研修，各種情報発信 

・事務室，資機材の貸与による育成支援 

教育庁文化財課分室          【庁舎等】 浮島収蔵庫（多賀城市）の敷地の活用など

移転に向けて検討。 
・県内の埋蔵文化財発掘調査拠点 

・出土した土器や石器等の整理，記録作成 

宮城県婦人会館           【生涯学習】 集約・複合化 

《現エスポールみやぎ敷地》 ・女性団体の活性化，女性の教養向上 

・研修の実施や，研修室の貸出 

④エスポールみやぎ（宮城県青年会館）   【生涯学習】 集約・複合化 

《現エスポールみやぎ敷地》  ・青少年の健全な育成 

・研修室の貸出や宿泊事業等 

⑤宮城県母子・父子福祉センター       【福 祉】 集約・複合化※ 

《現エスポールみやぎ敷地）  ・ひとり親等に対する各種相談，就業支援 

⑥宮城県第二総合運動場         【スポーツ】 
当面の間，現状維持。県有体育施設の整備

の在り方を含め，再検討。  ・武士道に由来するスポーツ拠点 

・県，東北レベルの大会が開催 

⑦宮城県美術館            【文化・芸術】 
集約・複合化 

《仙台医療センター跡地》  ・美術品の収集，保存，展示 

・教育普及活動 

⑧多賀城分庁舎              【庁舎等】 当面の間，現状維持。県の利活用見込みや

修繕更新費用等を踏まえて建物の取扱い

を検討。  ・主に目的外使用として県関係団体等が入居 

⑨商工振興センター            【庁舎等】 
当面の間，現状維持。再編により生じる跡

地等の利活用を含めて移転を検討。  ・中小企業の振興を図るための拠点 

・県の商工関係の外郭団体等が入居 

⑩みやぎ若年者就職支援センター（みやぎジョブカフェ） 

  【雇用・労働】 当面の間，現状維持。再編により生じる跡

地等の利活用を含めて移転を検討。 
 ・若者（15～44歳）の就職の支援施設 

・キャリアコンサルティングや就職支援セミナー 
※ 宮城県母子・父子福祉センターについては，県庁周辺の県有の土地及び建物の利用状況や県庁周辺の外郭団体の建物の整備方針についても注視しなが

ら，県庁周辺への移転の可能性も並行して検討する。 

別 紙 


